
適合ランプ
日立高周波点灯専用蛍光ランプ    FHF32
日立蛍光ランプ                           FLR40S(/36) , FL40S(S/37)

。このたびは日立蛍光灯器具をお買いあげいただきましてまことにありがとうございました お使いになる方や他人への危
、 、 。害と財産の損害を未然に防ぎ 商品を安全に正しくお使いいただくために この取扱説明書をよくお読みください 

、 。この器具は電子安定器を採用しておりますので 電源周波数に関係なくご使用できます 

お願い

■安全上のご注意 、 、商品および取扱説明書には お使いになる方や他人への危害と財産の損害を未然に防ぎ 
、 。商品を安全に正しくお使いいただくために 重要な内容を記載しています 

、 。工事が終了しましたら この説明書は必ずお客様へお渡しください 

注意 、 、この表示を無視して誤った取り扱いをすると 人が傷害を負う危険が想定される場合 および物的損害の
。発生が想定される内容を示します 

６％器具に表示された電源電圧(定格電圧±  以
。内)以外の電圧でご使用しないでください 

、間違って使用しますとランプ 安定器などの
、 。（短寿命 火災の原因となります  器具の定

格電圧と電源電圧は器具を取付ける前に必ず
。）確認してください  温度

屋外 電源電圧

、５℃～３５℃この器具は屋内で       の範囲
。で使用するよう設計してあります 高温

。で使用しますと火災の原因となります 
、屋外や湿気 水気のある場所で使用しま

、 、すと 湿気の侵入による絶縁不良 感電
。の原因になります 

。お客さまはお読みになったあとも必ず保管してください 

お客様へ 使用上のご注意

警告 、この表示を無視して誤った取り扱いをすると 人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を
。示します 

、ランプ交換やお手入れの際は 
。必ず電源を切ってください 

。感電の原因となります 

、ランプや器具を布や紙などの可燃物で覆ったり 被せた
、 。り 燃えやすい物を近づけたりしないでください 火災

。の原因になります 
電源を
切って 可燃物

適合ランプ

FHF32
FLR40S(/36)
FL40S(S/37)

注意
、器具を清掃する際は ソケット等の樹脂部に

、 、 、は 水 洗剤 薬品などは使用しないでくだ
。 。さい 部品の劣化や感電の原因になります 

、器具を清掃する際は 乾いたやわら
、かい布か 水で浸したやわらかい布

。をよく絞ってから拭いてください 

ランプを清掃する際はランプを器具から
。外して乾いた布で拭いてください 

、器具を改造したり 部品を変更して
。 、使用しないでください 器具落下 

、 。感電 火災等の原因となります 

警告 、この表示を無視して誤った取り扱いをすると 人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を
。示します 

、器具の取り付けは 本体表示並びに取扱説明書に従
。 、ってください 取り付けに不備があると器具落下 

、 。感電 火災等の原因となります 

、３電源線接続の際は   器
③具本体の取り付け に従っ

。て確実に行ってください 
、接続が不完全な場合は 接

、 、続不良による発熱 火災 
。感電の原因になります 

電源線接続

アース工事は電気設備の技術基準
。に従い確実に行ってください 

、アースが不完全な場合は 感電の
。原因となります 

アース
工事 改造

□
取り付け

、この器具は 腐食性ガス雰囲気場所には使用できませ
。 、 、 、 、ん そのまま使用しますと 変質 変色 絶縁不良 

。器具落下の原因となります 腐食性ガス

工事店様へ 施工上のご注意

保管用
日立蛍光灯器具

、 、この表示を無視して誤った取り扱いをすると 人が傷害を負う危険が想定される場合 および物的損害の
。発生が想定される内容を示します 



■各部のなまえ

。お客様はお読みになったあとも必ず保管してください 001OL4A

器具の取り付け寸法１ （ ） 単位mm 

■器具の取り付けかた

器具質量
4.9Kg

取付ボルトの器具内寸法２

Ａ 、 。 寸法は 30mmを超えないようにしてください 

① 。   本体を取付ボルトまたは木ねじで確実に取り付けてください 
　  ・取付けボルトは または 。を使用し座金を必ず入れてください 

。　  ・木ねじは丸木ねじの呼び4.1を使用してください 

、 。不備がありますと 器具落下の原因となります 

③ 、 。   電源線 アース線を端子台に確実に差し込んでください 
、　  解除する場合は 必ず解除ボタンをドライバーで押し込んで線

。を引き抜いてください 
13±1

クロ
シロ

電源線

送り線用

アース線

解除ボタン

（ ） 適合電線φ1.6,φ2.0 単線 

差し込む

器具本体の取り付け３

⑤ 、 。 　反射板を化粧ねじで 本体に確実に取り付けてください 　

カバーの取り付けかた・はずしかた４

吊りひも

金具 長穴

⑥   ランプの口金ピンをソケットに差し込んだ後90° 、回転させ ラン
。プを確実に取り付けてください 

④ 、 、   電源線 アース線の差し込み後 反射板に当たらないように処理
。してください 

本体

A

2-木ねじ用穴 2-φ23電源用穴 ｘ2-12 20ボルト穴

800

910

70

③ 。 　カバーに仮止めされている化粧ねじで本体に確実に取り付けてください 

、 。不備がありますと 器具落下の原因となります 

（ ）座金 別途 
（ ）ナット 別途 

カバー

本体

取付ボルト

化粧ねじ

反射板

ランプ
ソケット

ランプ

化粧ねじ

① 　カバーに取り付いている吊りひもの先端の金具を本体の長穴に引っ
。掛けてカバーを本体に吊り下げてください 

、 。　　金具は はずれないようにペンチなどで曲げてください 

② 。 　カバーを押し上げて本体に密着させてください 

「 」※　ランプ交換のときは カバーの取り付けかた と逆の順序で取りは
。ずしを行ってください 

端子台の容量は20A 。です 

、 。容量を超えると発熱 火災の原因になります 

TEL(03)3255-5256〒 101-0041　東京都千代田区神田須田町2-5-2

② 　アース線はD種 。接地工事を行なってください 


